
農業女子プロジェクトについて

令 和 ８ 年 ５ 月



「農業女子プロジェクト」（2013年設立）は、農業内外の多様な企業・
教育機関等と連携して、農業女子の知恵を生かした新たな商品・サービスの
開発、未来の農業女子をはぐくむ活動、情報発信等を行い、社会全体での
女性農業者の存在感を高め、女性農業者自らの意識の改革、経営力発展を
促し、職業としての農業を選択する若手女性の増加を図ります。農業女子
同士のネットワークづくりにも取り組んでいます。

「農業女子プロジェクト」について ～概要～

企業プロジェクト
高校・大学等の教育
機関（部活・サーク
ル等含む）と活躍す
る魅力ある農業女子
メンバーが連携し、
農業を志す学生の発
掘や動機づけ、意識
の向上のための取組
を実施

チーム“はぐくみ” SDGs活動の発信
“農業者のわたしたちに
できる５つのこと”とし
て農業女子メンバーの
SDGs活動を発信

SNSやイベント等を活用した
女性農業者の魅力発信

趣旨

具体的な取組

企業と農業女子プロ
ジェクトメンバーが
協同で新たな商品や
サービスの開発等を
行い、女性農業者の
活躍や魅力を発信
（それぞれの企業活
動の一環として推進）

はぐくみ隊
（教育機関）

パートナー
（企業）

地域の
農業女子グループサポーターズ

農業女子
プロジェクト

チーム
はぐくみ

企業PJ

農業女子メンバー
(農業女子プレメンバー)

プロジェクトの目的

女性農業者自ら
の意識の改革、
経営力の発展

社会、農業界での
女性農業者の
存在感を高める

若い女性の職業の
選択肢に

「農業」を加える

NEXTラボ
メンバーの関心の高い
テーマについて勉強会
等を実施 ２. パートナーズによるプロジェクトの多様な展開

３. 「農」の魅力の発信

１. 農業女子プロジェクトの
ネットワークを活かした学びの提供

参加メンバーデータ （2026年4月30日現在）

農業女子メンバー

全国 1,123名 43社

パートナー
（企業・団体）

はぐくみ隊
（教育機関、部活・サークル等）

10団体

第13期 農業女子プロジェクトの活動方針
（2025年11月～2026年10月）
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「農業女子プロジェクト」のあゆみ

メンバー数の推移

第11期

農業女子PJ10周年!
地域段階での企業プロジェク
トやはぐくみ活動を促進する
等「地域活動の活性化」を
強化

（毎年11月時点）

地域活動の活性化のため
新制度を創設!人材育
成機能も強化

第12期
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農業女子プロジェクトメンバーに関するデータ（2026年4月30日現在）

農業女子メンバー
年齢構成

農業女子メンバー 農業生産品目

○ 農業女子メンバー:1,123名
○ 農業女子メンバーは20ｰ40代が６割を占める

農業女子メンバー
就農ルート

農業女子メンバー
就農歴

都道府県別 農業女子メンバー数（1,123名）
※農業生産品目については複数回答

農業女子プロジェクトメンバー

農業女子メンバー（女性農業者）
農業女子プレメンバー（就農を目指す女性） NEW!
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https://nougyoujoshi.ma
ff.go.jp/join/

＜メンバー募集中＞
農業女子メンバー・
プレメンバーの登録は
公式Webページから!

新規就農
30%

結婚を機に就農
30%

後継者就農
29%

雇用就農
6%

その他
5%
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‘’持続可能な社会の実現のために
農業者のわたしたちにできる5つのこと‘’

その１ 健康的な食生活の実現に取り組む

その２ 農作業体験から“食”と“農業”の大切さを教える

その３ 働きやすい環境をつくり、地域の主要産業になることを目指す

その４ 農村の魅力を発信し、地域の農業を維持する

その５ 自然によりそった持続可能な農業の実現に取り組む

［農業女子たちの取組事例］

保育所で「お迎えマルシェ」開催

小学校での出前授業、収穫体験 農を伝える絵本の制作・読み聞かせ
「AGRI BATON PROJECT」

女性が働きやすい職場づくり スマート農業を活用した
ストレスフリーな農業経営

町の人たちに地域の農の魅力を紹介 メディアを通じて農への想いを発信

貝殻等の海洋廃棄物を使った
循環型農業

ブドウの搾りかすで肉用牛を肥育

学校給食への食材提供

農業女子が取り組んでいる「SDGs」につながる活動
の中から５つのメインテーマを抽出し、農業女子に
積極的に取り組んでほしいゴールとして設定。
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農業女子プロジェクトパートナー
温泉道場

農女プロデュース替わり風呂PJ

桃谷順天館
美味しく食べて、腸からキレイに!

Bistro M’s PJ

全国農協観光協会
農業女子

つ・な・ぐプロジェクト

日本品質保証機構
農業女子プロジェクト GAP講座

ミズノ
モノ・コト農業改善プロジェクト

CROSSPLUS
未来につなぐプロジェクト

味の素ﾍﾙｼｰｻﾌﾟﾗｲ
活かすぜアミノ酸

～バイオスティミュラントで収量UP～

羽田未来総合研究所
羽田空港 和蔵場

「生産者直送マルシェ」プロジェクト

アイアグリ
データドリブンでスマートな

農業経営を促進

井関農機
「夢ある‘農業女子’応援Project」

折兼ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
使用済の容器をリサイクル「バ
ガスフードサイクリングプロ

ジェクト」

カネコ総業
親子畝立て甲子園

キユーピー
あいち みんなのサラダプロジェクト

SHARP
「スマート農業技術の知見アップ」

プロジェクト

大興貿易
農業女子の「美と健康」を育む

第二弾

大日本印刷
より使いやすいパッケージの

調査・開発検討

ダイハツ工業
農業女子マルシェ×ハイゼット

トラック全国展開

タニタ
タニタふれあい農園へ

の農業指導

近正
農作業を快適に!! 農業女子サポー

トプロジェクト

堤製作所
農業女子の姿勢を美しく!

姫鍬×理学療法士からの提案

東和ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
地球にも人にも優しい手袋で新たな

価値の創造を

施設園芸.com
ハウス栽培はお任せ!農業女子に

お役立ち情報を発信!

日本農薬
明日の農業女子を考える日農PJ

フマキラー
「素敵・未来・ガーデン」

プロジェクト

丸山製作所
ウルトラファインバブルバブルで

農業女子を応援

三越伊勢丹
百貨店で食のトレンドキャッチ＆

トレンド作り

モンベル
女性向け農業ウエア開発

プロジェクト

楽天
楽天ラクマ

「産地直送・こだわり食品」

［50音順］

＜パートナー募集中＞
パートナーの活動や登録にご興味ある場合は、以下メールアドレスまでご連絡ください。

【農業女子プロジェクト事務局】Mail:team-jyosei@maff.go.jp

合計 43社

ｺﾝﾋﾞ
女性農業従事者への
福利厚生制度整備

ﾄﾞﾘｰﾑﾜｰｸｽ
ファッショナブルな農作業衣のご提案

流山家守舎、HouCo,inc.
農業女子と考える、地域の価値創造プロジェクト

パソナ農援隊
農業女子×Awaji Nature 
Lab&Resortプロジェクト
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have
農業女子PJ×食堂カフェpotto

つながる、ごはん

政策研究大学院大学
性差医学の視点から農業女子を支
援するWaiSE(ワイズ)プロジェクト

ソル・メディア
サカママ食育マルシェ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ
マルシェを通じて

農業女子をサポート

農産物加工協会
持続可能な農業を目指す!地域活性化

に繋がる食品加工化への協力

つなぐループ
地域と農業女子をつなぐ

NEW!

阪神素地
NEW!

東光商事、ユニークピース
ＡＧＲＩ・血行促進・ＬＡＢ（アグリ・血行促進・ラボ）

～TERAX × 農業女子でつくる、明日の元気プロジェクト～

NEW!

ﾐﾂｳﾛｺｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
プラネタリーヘルス社会実装モデル

－土壌蘇生×価値創出型農業経営支援事業－

NEW!



これまでの企業プロジェクトの主な成果

◆農業女子草刈機『プチもあ』
［2017.12］

・動画で使用方法等を確認できるQRコー
ドを添付
・サイドクラッチレバーやグリップを

操作しやすく改良

井関農機
女性も使いやすい農業機械を開発

◆耕転機『ちょこプチ』［2016.12］
◆トラクタ『しろプチ』［2015.６］

カネコ総業
女性も使いやすい農具を開発

・手になじみ、作業しやすく疲れにくい
らくらくグリップシリーズ「Lacuno」

（ショベル・キッズ鎌・鍬）の開発

◆【Lacuno】シリーズ
（鎌・鍬・レーキ）
［2018.11］

◆女性目線の軽トラックの開発
［2014.9］

・カラフルな全８色のボディーカラー
・UVカットガラス採用。

フロアの高さを下げるなど乗降しやすく。

ダイハツ工業
女性目線の軽トラック開発

◆フィールドもんぺ
［2019.3］

農業女子の意見を取り入れて、素材や
シルエットにこだわり、暑い季節の農
作業を快適にする速乾性・通気性に優
れたパーカを開発

モンベル
農作業も快適な作業着を開発

◆クリマプロ フィールドストレッチ
カバーオールwomen’s［2016.9］

◆フィールド レイン ジャケットWomen’s・
フィールド レイン パンツWomen’s［2018.9］

◆フィールド クールパーカ Women’s
［2021.1］

◆三越銀座店でのコラボ商品販売＆
PJメンバー出店［2023.11］
・PJメンバーの食材を使ったコラボ商品の販売
・PJメンバーが出店し、生産品を通じて「農」の
魅力を発信

三越伊勢丹
消費者と農業女子をつなぐ接点の創出

◆農業の魅力を伝える【農業女子つ
・な・ぐPJ】［2020.11～］

全国農協観光協会
都市住民と農業女子をつなぐイベントを開催

◆【Lacuno】シリーズ
［2021.１］

・「職業体験EXPO」などのイベントで
PJメンバーによる農業の魅力発信

・親子で参加できる農業体験の開催
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農業女子プロジェクトはぐくみ隊

東京農業大学
農業女子メンバーの農場でインターン

シップを実施。

羽田国際中学校・高等学校
WAP

～Wings Agriculture Project～
農業×PBL型授業
の実施。
令和６年度より、
蒲田女子高等学校から
校名変更

近畿大学
卒業生である農業女子メンバーが母
校で講演、母校の学園祭マルシェに
参加。農業女子メンバー
の農場でインターンシップ
を実施。

桜美林大学
農業女子メンバーによるセミナー開催。

農業の魅力発信を研究。

山形大学
農業女子メンバーと学生によるワーク
ショップ。
農業女子プロジェクト
メンバーに
よる講義。

東京家政大学
農業女子メンバーの農場で

インターンシップを実施。

南九州大学
農産物の播種、栽培、PR、食卓に
並ぶまでを考え、宮崎県の農業女子
PJメンバー、女性
農業者グループと
活動、イベント等
で販売。

佐賀大学
『さが農業女子「カチカチ農楽が～
る」』メンバーによる招待講義を実施。

宮城大学
学生に対し、参画企業や農業女子メ
ンバーと連携したセミナーや農場訪
問を実施。小中学生への食農教育の
実践を通じて、
学生自身の農
業のイメージ
を具体化させる。

［50音順］

【 はぐくみ校 】

○はぐくみ隊

○はぐくみ校（教育機関）
○はぐくみ部（部活動・サークル等）

1０団体
(９校・１部)

合計

東大あぐりえこん。
勉強会・イベント等を通じた農業女

子メンバーと学生の交流と発信

【 はぐくみ部 】

21

＜はぐくみ隊募集中＞
パートナーの活動や登録にご興味ある場合は、以下メールアドレスまでご連絡ください。

【農業女子プロジェクト事務局】Mail:team-jyosei@maff.go.jp



「NEXTラボ」の取組

農業女子メンバーから「地域の研修の出席者は男性が多く、女性が学べ
るチャンスが欲しい」「経営発展につながるよう、栽培や販売のノウハ
ウを学びたい」等の声が多く寄せられたことから、農業女子プロジェク
トメンバーの学びと交流の場として開催しています。

概要

加工品の製造・販売に関する
ファームtoマーケットラボ セミナー参加者

参加者の声（加工品の製造・販売に関する 導入セミナーより）

・加工に関し、全く知識がなく何から始めたらいいのかわからなかったが、
１から詳しい説明が聞け、理解が深まった。

・自分の現在の加工業務の状況を確認できる機会になって良かった。

8

2025年度の取組
・農業女子メンバーからアンバサダーを募集し、事務局と一緒に企画・運営。
・テーマの概要を学ぶ導入セミナー１回、テーマを深掘りしていく探究セミナー

２回を実施。 （３テーマで全９回開催）
・セミナーとメンバーの交流会の２部制、全回オンライン開催。
・加工品の製造・販売に関する導入セミナーでは、NPO法人農産物加工協会に
講師を依頼



❶
❷❸

❹

❺❻

❼
❽

❾

「農業女子プロジェクト」活動の拡大
農業女子PJの地域版グループ（スピンアウト）

農業女子プロジェクトから派生した地域版グループが全国に９グループ発足し、メンバーのアイデアや課題に共感する
企業とのコラボ活動を実施。

地域版グループを含めて全国では
様々な農業女子グループが活発に活動中です!
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「農業女子プロジェクト」活動の拡大
情報発信の強化

農業女子PJWebサイトを一新し、SNSを活用し、農業女
子プロジェクトの取組を広く周知。

10

農業女子の活動を世界に発信

「かごしま農業女子プロジェクト」による展示

「全国農業女子EXPO25」による展示

農業女子メンバーによる２つのグループが、
大阪・関西万博に参加!
パンフレットや映像、商品サンプルの配布などにより
女性農業者が未来に向かって取り組む活動を発信。

【 2025.8.13 展示】

2025.10.30
農業女子PJWebサイトリニューアル!

https://nougyoujo
shi.maff.go.jp/

https://www.instagram.com/noug
youjoshipj/?hl=ja

【公式インスタグラム】

https://www.facebook.com/nougy
oujoshi.project

【公式Facebook】



農業女子プロジェクトが10周年を迎えました

農業女子プロジェクトが10周年を迎えたことを記念し、2023年11月25日
(土)に表参道BENE（東京都港区）において、一般参加者を対象に
「農」を身近に感じてもらうことを目的としたイベント「わたし
たちの未来への種まき」を開催しました。

10周年記念イベント

【プログラム】
★料理家の和田明日香氏、ラジオパーソナリティのクリス智子氏、
インフルエンサーで女性農業者の月野亜衣氏と農業女子プロジェクト
メンバーによるトークショー

★女性農業者の食材を使った軽食＆交流タイム
★農業女子プロジェクトメンバーと一般来場者の交流
（生産品の展示等の模擬マルシェの実施）

参加者でにぎわう模擬マルシェ

←イベント当日の
ダイジェストムービーは
こちらから!

当プロジェクト設立10周年を契機として、女性農業者の幅広い活動を紹
介するショートムービー「わたしたちの未来への種まき」を制作しました。女性
農業者の皆様から、農の未来に向けたメッセージをいただきました。

農の未来を語るメッセージショートムービー

←メッセージ
ショートムービーは
こちらから!

10周年ロゴ作成

ロゴを作成し、当プロジェクト
の活動を発信しています。

参加企業とのコラボ商品を
展示したフォトエリア

10周年記念イベント開催の様子

農業女子メンバーによる
10周年の歩みの発表
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「農業女子プロジェクト」の情報発信

公式Facebook 公式ホームページ

公式Instagram

https://nougyoujoshi.maff.go.jp

プロジェクトの活動報告などを
農業女子メンバー、参画企業、
教育機関、事務局から随時発信

プロジェクトの活動報告、
農業女子のコラムなどを
事務局から随時発信

日々の活動を
農業女子メンバーと事務局から
随時発信

農業女子プロジェクト WEB検索

農業女子プロジェクト Facebook検索

#nougyoujoshipj Instagram検索

https://www.facebook.com/nougyoujoshi.project/
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①社会、農業界での女性農業者の存在感を高める

②女性農業者自らの意識の改革、経営力の発展を促す

③若い女性の職業の選択肢に「農業」を加える

引き続き、｢女性が輝く社会｣実現に向けた
全国的なムーブメントの先端に!
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